
１、佐久消防署での表彰式。　２、佐久平イオンでの受賞ポスターの展示風景。
３、「人の心に寄り添った作品」と語る、川上第二小学校４年生林一花さん。

　災予防運動の一環として、小４～小６年生を
対象に「第15回佐久広域連合防火ポスター展」
表彰式が昨年11月８日、佐久広域連合消防本部
で行われました。735点の応募の中から川上村か
らは川上第二小学校の林一花さんに、栁田佐久
広域連合長から表彰状と記念品が贈られました。
　子どもたちの一生懸命描いた作品で、防火意
識を高め、火災予防の普及啓発に繋げたいと願
います。

防火ポスター展
優良賞受賞

小学校統合について
（政策調整室・
　　　教育委員会）

ニューフェイス

鰍の眼
教育委員会だより
動物バトンリレー

お嫁さんたち交流会
公民館の動き
戸籍の窓口
一喜一憂



情報はどこから知ることができるの？

　統合の過程については、 随時広報でお知らせして

います。また、 川上村のホームページにて小学校統

合研究委員会での検討内容や、 詳細な資料を掲載

しています。

　幅広い年齢層に知っていただけるよう、 LINE や川

上村オリジナルの子育てアプリ「カプリ」の活用も検討

しています。また住民説明会の開催も考えています。

　より多くの方の目に留まるよう、 様々なメディアを活

用して情報発信していく方針です。

　令和8年4月の開校を目指します。スケジュールに

ついては、村議会で審議したものを随時お知らせし

ていきます。

　統合小学校の建設は大規模な工事のため、用地

の確保や河川敷の払い下げ、造成工事など校舎建

設に至るまでに多くの工程が必要になります。また、

建設業界の働き方改革に伴い、現在よりも工期に時

間を要します。

　開校については事前に引っ越しなどの準備を行い、

新年度から新しい校舎でスタートしていただきます。

　中学校に隣接して建てるメリットとして施設の共有を

イメージしますが、現実的に共有できる施設は少ない

と考えています。 

　最大の理由はカリキュラムの違いです。理科室のよ

うな専門的な教室は、使用する器具などが違うので

学習内容にあった教室が必要です。また、小学生と

中学生では生活のリズムが違うので、個別に利用で

きる施設が必要になります。

　プールにおいては、小学校でも低学年用と高学年

用の深さに分けられている上、さらに中学生の使用を

考えると共有することはできません。ランチルームは

広さに制限があるため、小学生と中学生が同時に使

用することは難しいです。

　共有できる施設としては、多目的ルームや相談室な

どを想定しています。体育館などを空いている時間に

利用するのは可能だと思います。

　教員は県の辞令でそれぞれに赴任しているので、

両方で教えることはできません。ALTの先生のように

村で雇用している教員であれば、小中学校で授業

をすることが可能です。教育内容向上のため、教員

同士の交流は図ってほしいところです。

　音楽や技術など専門科目において、１人の先生が

小中両方で授業をするのは理想的ですが、前例が

ないので難しいのが現状です。全国的に小中一貫

校が増えていますし、教員不足の問題もあるので今

後変わっていく可能性はあります。

　小学校校舎は渡り廊下などで中学校に接続する

計画になっています。児童生徒の交流はメリットのひ

とつと考えます。学校生活、学習面、音楽会などの

行事を合同で開催するなど様々な可能性があります。

また、６年生が進学前に中学校の様子を知ることが

でき、上級生と面識を持てるのも優位な点です。

　上地区はバス通学になると思われます。

　付随してバス通学の対象地区を検討する必要性

があります。大深山のように統合することで通学距離

が延びる地区は、下地区でもバス通学を考えなけれ

ばなりません。

　また、防犯面や安全面を考慮すると、諸外国のよう

に児童全員のバス通学も視野に入ってきます。運行

時間についても、それぞれの登下校に合わせた対

応が求められます。

　バス通学による体力低下を懸念する声も聞かれま

すが、保護者の意見も取り入れながら様々な観点か

らの検討が必要です。

　校舎内のバリアフリーはもちろん、エレベーターの

設置なども検討し、子どもたちが安心して過ごせる

施設になります。

　支援学級も各学年と同じようにひとつの学級と捉え

ていますので、統合後も取り組んでいきます。教室

の設置も検討します。

　河川が近いので不安に思われる方もいらっしゃい

ますが、土地を高くするなどの対策が行われます。

耐震設計も設計基準に入っており、安心・安全を確

保できる強い施設となります。

　ただ、風水害の場合は訓練の通り保護者に迎えに

来ていただいて、速やかに下校させる方針です。小

中学校の両方にお子さんのおられるご家庭は、同時

に引き取ることができるので安心だという声も聞いて

います。

　災害時の村民の避難所としての役割も想定してい

ます。

　上地区では小学校がなくなると寂しくなるので、人

が集まるような公共の施設を造ってもらいたいという

意見が出ています。

　全国的には閉校になった校舎を利用して企業誘

致をしたり、取り壊して公園を作る例もあります。

　地元での活用を考えると多目的施設として使用、

各種団体の利用、実習生の講習に使うなど活用法

は様々です。しかし、老朽化が進んでいるので修繕

は必須です。

　県には廃校の活用事業があるので、参考にしなが

ら有益な利用法を考えていければと思います。

　現在、上地区は旧第二保育園、下地区は原公民

館を利用しています。現状での継続を考えると送迎

の問題が出てきます。保護者が送迎するのか、バス

を出すのがいいのか。

　以前から要望のあった児童館新設の案もあります。

小学校の統合に合わせて児童クラブも一つにするこ

とで、利便性が良くなり指導員の確保も容易になると

考えられます。

　様々なニーズに合わせて、子育て環境の充実を

図っていきます。

　みなさんは小学校統合につい
て、どれだけご存じでしょうか。
　令和２年度では建設予定地が
検討され、基本構想が策定されま
した。現在は令和8年4月の開校
に向けての準備段階となります。
　今回は政策調整室、教育委員
会の職員の方々に取材を行い、
基本的な疑問について答えてい
ただきました。

◆建設・設備面
・冷暖房などの環境設備。
・学校周辺の安全対策（用水路の転落防止柵、周辺道路の整備など）。
・安心できる通学路の整備。
・大勢の保護者が利用できる広い駐車場の完備。
・不審な人物や野生の動物から子どもを守れる学校にしてほしい。

◆環境・教育
・パソコンなどを含め、教育環境を充実させてほしい。 
・教職員の人数や体制など、 学校の中の変化も知らせてほしい。
・子どもがのびのびと生活ができ、しっかり学べるようにしてもらいたい。

◆情報・周知方法
・情報を得るのが難しいので、わかりやすい資料を提示してほしい。
・簡単に情報を知るための情報収集システムの構築。

一番の関心事、統合はいつ？

共有できる施設はあるの？ 先生や子どもたちの行き来は？

どうなるの？　バス通学 旧校舎の利用方法は？

子どもたちの安全性と安心感は？ 児童クラブはどうなるの？

防災対策は大丈夫？
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　結婚してすぐに迎え入れた、我が家の長女きなこです。
　建築士事務所の看板犬をしながら、弟二人のお世話をがんばっ
ています！　ですが、たまに弟たちのおもちゃを壊して怒られます。
　グランドを走り回るのが大好き、人が大好き、食べるのも大好
き、まだまだ好奇心旺盛です。天気のいい時は庭でくつろいでいる
ので近くを通ったら遊んでね！！

　賢く、思いやりのある人に、実り多い人生を送ってほし
いという願いを込め、名付けました。毎日たくさんおしゃ
べりして、にこにこ上機嫌です。

　毎日たくさん笑って元気に遊びます♪
　これからたくさんの人に遊んでもらえるのが楽しみです！

　第１子誕生の頃から、男の子が生まれたら付けたいと
パパが言っていた名前を、ようやく付けられました！
　上の子たちはお風呂が大好きな赤ちゃんでしたが、新
は毎日お風呂になると泣いています。

　自由にのびのびと育ち、誰とでも仲良くなれる子になっ
てほしいです。

　名前は覚えてもらいやすいよう、音のかわいさで選び
ました。どんな子に成長してもいいので、幸せになってほ
しいです。

双子の
姉妹です



　
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
で
健
康
運

動
指
導
士
を
勤
め
ら
れ
て
い
る
、

由
井
健
さ
ん
に
お
話
し
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

Q１ 

い
つ
か
ら
講
師
を
し
て
い
る

の
で
す
か

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
で

き
た
時（
平
成
10
年
）か
ら
で
す
。

Q２ 

ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
で
健
康
運

動
指
導
士
と
な
っ
た
き
っ
か
け

は　
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
働
く

た
め
の
文
部
科
学
省
の
資
格
を

持
っ
て
い
た
の
で
、村
か
ら
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q３

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

利
用
方
法
は

　
現
在
、ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
、

自
転
車
、ク
ラ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
の

有
酸
素
系
器
具
と
８
台
の
ケ
ー

ブ
ル
マ
シ
ン
が
あ
り
ま
す
。利

用
希
望
の
方
は
、保
健
福
祉
課

保
健
係
で
登
録
い
た
だ
く
と
、

自
由
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

Q４

　コ
ロ
ナ
禍
の
運
動
不
足
と

そ
の
解
消
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
例
年
、午
前
な
ど
の
一
定
の

時
間
帯
は
常
連
の
利
用
者
が

多
い
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
利
用
者
数
も
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。は
じ
め
は
、短
い
時
間
、

軽
い
重
さ
で
行
い
、一
週
間
で

３
回
ほ
ど
来
場
で
き
る
と
器

具
の
使
い
方
も
覚
え
て
、日
に

日
に
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　
器
具
の
使
用
方
法
が
わ
か

ら
な
い
場
合
で
も
、各
器
具
に

使
用
法
や
写
真
な
ど
あ
り
ま

す
の
で
、読
み
な
が
ら
使
っ
て
い

た
だ
く
と
器
具
の
覚
え
も
早
く

な
る
と
思
い
ま
す
。ガ
ッ
ツ
リ
行

わ
な
く
て
も
、器
具
を
覚
え
る

感
じ
で
週
に
３
回
も
行
け
ば
ス

ト
レ
ス
発
散
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。

Q５

　個
々
の
目
的
に
合
っ
た
指
導

方
法
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
は
じ
め
は
、自
分
が
そ
の
運

動
を
ど
の
く
ら
い
の
重
さ
で
何

分
で
き
る
の
か
、こ
の
器
具
は

何
を
す
る
た
め
の
モ
ノ
な
の
か

を
覚
え
て
運
動
を
始
め
て
い
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

場
合
な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、一
緒
に
メ
ニ
ュ
ー
や
フ

ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
手
伝

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

※

由
井
健
さ
ん
は
毎
年
12
月

か
ら
３
月
ま
で
、月
に
３
回
ほ

ど
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　結婚してすぐに迎え入れた、我が家の長女きなこです。
　建築士事務所の看板犬をしながら、弟二人のお世話をがんばっ
ています！　ですが、たまに弟たちのおもちゃを壊して怒られます。
　グランドを走り回るのが大好き、人が大好き、食べるのも大好
き、まだまだ好奇心旺盛です。天気のいい時は庭でくつろいでいる
ので近くを通ったら遊んでね！！



１、佐久消防署での表彰式。　２、佐久平イオンでの受賞ポスターの展示風景。
３、「人の心に寄り添った作品」と語る、川上第二小学校４年生林一花さん。

　災予防運動の一環として、小４～小６年生を
対象に「第15回佐久広域連合防火ポスター展」
表彰式が昨年11月８日、佐久広域連合消防本部
で行われました。735点の応募の中から川上村か
らは川上第二小学校の林一花さんに、栁田佐久
広域連合長から表彰状と記念品が贈られました。
　子どもたちの一生懸命描いた作品で、防火意
識を高め、火災予防の普及啓発に繋げたいと願
います。

防火ポスター展
優良賞受賞

小学校統合について
（政策調整室・
　　　教育委員会）

ニューフェイス

鰍の眼
教育委員会だより
動物バトンリレー

お嫁さんたち交流会
公民館の動き
戸籍の窓口
一喜一憂

　緊
張
が
解
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
た
様
々
な
方
法
で
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
楽
し
く
ゲ

ー
ム
感
覚
で
相
手
を
知
っ
て
い

き
な
が
ら
自
分
を
解
放
さ
せ

ら
れ
る
進
行
内
容
に
、
参
加
者

は
時
間
が
経
つ
ご
と
に
声
も
表

情
も
明
る
く
弾
ん
で
い
き
ま
し

た
。　特

に
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
村
内
や
地
区
で
の
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
、
自
身
や
子
ど
も
の

検
診
等
も
人
と
の
接
触
を
避

け
た
予
約
制
に
な
っ
た
り
と
、

人
と
出
会
う
機
会
が
減
り
、
友

達
を
作
り
に
く
い
状
況
だ
っ
た

た
め
か
今
回
は
友
達
同
士
の

参
加
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
、
握
手
を
し
た
り
肩
を
寄

せ
た
り
と
至
近
距
離
で
の
触
れ

合
い
も
で
き
な
い
分
、
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
対
話
時
間
を

い
つ
も
よ
り
長
め
に
取
っ
て
み

た
と
講
師
の
新
海
智
子
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

　ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
後
は
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
よ
り
深
い

対
話
を
引
き
起
こ
し
な
が
ら
、

趣
味
や
夢
・
子
育
て
や
生
活

上
の
悩
み
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
深
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
り
、

講
師
に
よ
る
心
理
学
理
論
を
用

い
た
話
も
あ
り
、
様
々
な
気
づ

き
に
導
か
れ
会
話
は
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。イ
ベ

ン
ト
終
了
時
に
は
各
々
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
、名
残
惜

し
く
感
じ
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
は

無
事
に
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

●
初
見
の
人
と
た
く
さ
ん
出

会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

●
大
人
と
の
会
話
、
同
世
代
の

人
と
た
く
さ
ん
話
せ
て
う
れ
し

か
っ
た
。

●
悩
み
や
不
安
を
共
有
で
き
、

み
ん
な
同
じ
だ
と
知
れ
て
心
が

軽
く
な
っ
た
。

●
子
育
て
は
一
人
っ
き
り
じ
ゃ

な
い
と
感
じ
、頑
張
っ
て
い
る
自

分
を
褒
め
て
あ
げ
た
く
な
っ
た
。

●
日
頃
の
疲
れ
が
ほ
ぐ
れ
、
良

い
息
抜
き
に
な
っ
た
。

　参
加
決
意
を
し
た
時
に
は
、

ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
、
自
分

を
ど
こ
ま
で
さ
ら
け
出
す
の
か

不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
終
わ
る
頃
に
は
み
ん

な「
参
加
し
て
良
か
っ
た
！
」と
、

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
で
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
川
上
村
を
担
う

若
い
参
加
者
の
輝
く
笑
顔
が

初
々
し
く
印
象
的
で
し
た
。

　交
流
会
を
通
し
て
一
人
で
も

多
く
友
達
が
増
え
、
た
く
ま
し

い
成
長
が
期
待
で
き
る
の
な
ら
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
価
値
あ
る
意

義
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
一
年

経
験
し
て
み
て
自
分

な
り
に
感
じ
た
こ
と
。

　今
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
日
常
が
奪
わ

れ
、
長
期
間
の
自
粛

生
活
の
中
で
、
そ
れ

ま
で
の
自
分
は
、
恒
例
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
れ
ば

「
充
実
し
た
人
生
」
が
送
れ
て
い

る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　た
だ
慌
た
だ
し
く
流
れ
る
時

間
の
中「
た
だ
こ
な
す
」だ
け
か

ら
、
コ
ロ
ナ
で
す
べ
て
の
行
事
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と

で
、
一つ
の
物
事
を
通
し
て
得
ら

れ
る
気
持
ち
だ
っ
た
り
、経
験
が

大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
自
身
の
価
値
観
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　そ
れ
と
今
ま
で
勢
い
で
決
め

て
し
ま
い
、後
で
後
悔
す
る
こ
と

な
ど
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
物
事
を
一
つ
一
つ
じ
っ
く

り
考
え
る
大
切
さ
、余
裕
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
、
こ
の
一
年
自

分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

た
の
が
、
大
き
な
変
化
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　今
後
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
な

ど
を
み
ん
な
で
接
種
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
気
を
抜
か
ず
に

感
染
予
防
を
徹
底
し
て
い
き
、

み
ん
な
が
平
穏
で
安
心
で
き
る

日
が
来
る
こ
と
を
た
だ
た
だ
願

い
ま
す
。

編
集
委
員 

⑩


